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上記の学生の声に耳を傾けると，学生ボラン
ティア活動を通して，問題意識をもち始めてい
ることが伝わってくる。これを機に大学の講義
において主体的に学んでくれることを心より
願っている。
さて，現場の教職員の方々は，本大学 1回生
の学生ボランティア活動をどのように受け止め
ていただいているのであろうか。学校を代表す
る校長先生方にお話をお聞ききする機会を得る
ことができた。
3．学校から期待の声が
学生ボランティアとして活動している 1回生
の学生たちに対して，エールを送っていただく
ような心温まるお話を紹介してみたい。
・　1回生は，まだ，高校を卒業して間がない
ときである。子ども達との直接のかかわりか
ら学ぶこと，子ども達と先生のかかわわりか
ら見えてくることなどを吸収し，学んでくれ
ることを願っている。
　　その経験がこれからのインターシップや教
育実習に生かされたり，教員になったときに
この経験が生きてくるに違いない。1回生か
ら学校現場で学ぶことに大きな意義がある。
楽しいことばかりでなく，子ども達とのかか
わりにおいて，悩むこと，疑問に思うことも
きっとあるであろう。そんな場面に出会った
ときこそ，問題意識が確かになり，その解決
のため現場の先生に質問をすることがあって
よいし，また，大学の講義にその答えを求め
ることもできる。解決を見出すための意欲も
高まっていくであろうし，講義を聴く姿勢が
少しでも変わってくれることを期待したい。
・　1回生からのボランティア活動は，緊張感
もあり不安を覚えていることであろう。でも，
子ども達の中に入って，一緒に遊んだり，活
動したりすることによって，子ども理解がで
き，信頼関係を築いていくこともできる。焦
ることなく，生涯にわたって学び続ける気持
ちをもつことが大切なことである。学校は，
全教職員が知恵を出し合い，学校を取り巻く
環境を生かした教育活動を進めている。学力
を付けることはもちろんのこと，知育・徳育・
体育のバランスのとれた子どもに育てていく
ことに保護者・地域の方々との連携も図って
きている。そのような様子も現場で学んでく
れることを願っている。
以上のように，どの校長先生も学生ボラン
ティアに熱い期待感をもって見守ってくださっ
ていることに，あらためて感謝の気持ちを強く
する次第である。
4．今後への展望
学生ボランティア活動からスタートした実地
教育が，2回生のインターンシップ，そして 3
回生の教育実習へとつながっていく。2回生の
インターンシップにおいては，ほぼ 1年間を通
した取組を目指しており，教員としての心構え
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を芽生えさせ，羽ばたかせるときでもある。学
校や家庭，地域は，どんな先生を願っているの
か，子どもを理解するとはどういうことか。大
学の講義においても学ぶことになるが，体で感
じることのできる学校現場の空気に触れてこ
そ，大学での学びをより確かなものにしていく。
実感を伴う実地教育が，きっと，教員を目指す
学生の心に働きかけ，意識を高めてくれるに違
いない。教員としてだけでなく社会人として求
められる “ 他者と適切にかかわり，コミュニ
ケーション能力を身に付ける ”ためにも，早い
ようであるが，1回生の学生ボランティアに参
加することによって実りのある資質能力を養っ
ていくことになるに違いない。
素直で明るい性格の本大学生が，ますます活
躍してくれることを心より願っている。
まとめに，この紙面をお借りして，学生ボラ
ンティア活動に対して，参加させていただいて
いる学校の校長先生はじめ教職員の皆様，並び
にご助言をいただいた本学教職員の皆様に感謝
の意を表すとともに，本学の建学精神を身に付
けた学生を育てていくことを一層誓うものであ
る。
（学生のコメントと写真は一致するものでは
ありません。ご了承ください。）
